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ウウママのの成成長長過過程程ににおおけけるる子子宮宮内内発発育育のの重重要要性性  
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馬の成長を考える時に、誰もが青草の生えた草原を母馬と共に走り回っている子馬の姿や、

1-2 年後に体は逞しく育ってもまだ顔は、子馬のあどけなさを残した馬の姿を思い浮かべる

でしょう。生まれてから、母馬の乳を飲み、すくすくと育っている元気な子馬の姿を見るの

は、楽しい事です。しかし、馬の繁殖と育成について考えると、実は受胎してから出産に至

るまでの過程、すなわち、母馬の子宮内で発育する妊娠期間中の成長が大切であり、出生後

の成長にまで影響を及ぼす事が明らかにされてきました。本稿では、馬の子宮内での胎子成

長の重要性について解説します。 
 
１．馬胎子の成長と出生後の発育に重要な母

馬の子宮サイズ 

 馬では、アメリカンミニチュアホースから

ペルシュロンやブルトンに至るまで体の大き

さに大きな違いがあります。この体の大きさ

の差は、もちろん遺伝的な要因が大きいこと

は言うまでもありません。しかし、遺伝的要

因に加えて胎子期の母親の子宮環境が大きく

影響していることが英国ケンブリッチ大学の

Allen 教授らの研究で明らかにされました
（1-3）。Allen 教授らの研究は、胚移植技術
を応用して行った次の様な内容です。体の小

さいポニー（327.8±19.7ｋｇ）と体の大きい
サラブレッド（589.1±18.4ｋｇ）の胚（受精
卵）を、それぞれの雌の子宮に交換移植して

子馬を産ませたものです（図 1）。すなわち、

ポニーの精子と卵で受精させたポニーの胚を

サラブレッドの子宮に移植する群と、サラブ

レッドの精子と卵で受精させたサラブレッド

の胚をポニーの子宮に移植する群を作り、ポ

ニーにサラブレッドの子馬を産ませ、あるい

は、サラブレッドにポニーの子馬を産ませて、

それぞれの子馬の出生時の体の様々なサイズ

を調べました。さらにそれぞれの子馬の３年

間の発育を比較しました。対照群は、ポニー

とサラブレッドの本来の母馬から生まれた子

馬です。研究結果の中の体重は、表 1に示し
たごとくでした。サラブレッドから生まれた

ポニーは、本来の母親であるポニーから生ま

れた子馬に比べてはるかに大きく、逆にポニ

ーから生まれたサラブレッドは、本来のサラ

ブレッドから生まれた子馬より小さいことが

明らかとなりました。また、それぞれの子馬

の３年間の成長を比較したところ、サラブレ

ッドから生まれた大きなポニーは、その後の

発育も良く、ポニーから生まれた子馬に比べ

て３年後には明らかに大きなポニーに成長し

ました。それとは、逆にポニーから生まれた

小さなサラブレッドは、３年たってもサラブ

レッドから生まれた子馬の成長に追いつくこ

とは出来ず小さいサラブレッドに成長しまし

た。この長期間にわたった研究の結果は、子

宮の環境、すなわち子宮のサイズが胎子の成

長に大きな影響を及ぼすことを示しています。

また、子宮内での発育は、子馬の出生後の成

長にまで影響する事が分かったのです。この



研究結果からサラブレッドの生産育成につい

て考えてみると、繁殖牝馬の重要性が良く理

解できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1．馬胚を交換して出産した子馬の発育の比較（体重 kg） 

 

 
Tb→P Tb→Tb P→Tb P→P 

出産時 32.4±2.7 51.4±2.4* 38.2±1.7 24.2±1.5* 

3 年後 483.4±17.0 514.8±13.3 448.2±25.7 388.8±19.6* 

T b→ P ：サラブレッドの胚をポニーに移植した群 

Tb→Tb ：サラブレッドの胚をサラブレッドに移植した群 

P→ Tb ：ポニーの胚をサラブレッドに移植した群 

P → P ：ポニーの胚をポニーに移植した群 

＊  は、有意差のある事を示します 

図１．サラブレッドポニーの胚を交換移植して出産した子馬の写真 

（A）左がサラブレッドの胚をポニーの子宮に移植して生まれた子馬、右がサラブレッドの胚をサラブレッド

の子宮に移植して生まれた子馬（14 ヶ月） 

（B）左がサラブレッドの胚をポニーの子宮に移植して生まれた子馬、右がサラブレッドの胚をサラブレッド

の子宮に移植して生まれた子馬（36 ヶ月） 

（C）左がポニーの胚をサラブレッドの子宮に移植して生まれた子馬、右がポニーの胚をポニーの子宮に移植

して生まれた子馬（14 ヶ月） 

（D）右がポニーの胚をサラブレッドの子宮に移植して生まれた子馬、左がポニーの胚をポニーの子宮に移植

して生まれた子馬（36 ヶ月） 

 

子宮の大きさ（母馬の大きさ）によって、生まれた子馬の大きさが決まり、成長後もその大きさの差が維持す

る。（文献 1～3） 



２．馬胎子の性腺（精巣と卵巣）の肥大化現象 

 馬では、胎子期成長の過程で起こる不思議

な生理的現象として胎子性腺の肥大化現象が

あります（4）。馬胚の着床時期は、他の哺乳

類よりも遅く約 40 日かかります。着床後は、

急速に成長しますが、出産までの 11 ヶ月間に

及ぶ発育の途中で胎子性腺（精巣・卵巣）が

著しく肥大する時期があります。胎齢200-250

日では、胎子性腺は 150-180ｇに達し、母馬

の卵巣（50ｇ前後）よりも大きく肥大します。

この時期の胎子の体重は、サラブレッドで 25

㎏前後と母馬（400-500 ㎏前後）の体の大き

さに比べても胎子性腺が著しく肥大するのが

分かります。しかし、肥大した胎子の性腺は、

胎齢が進むに連れてやがて縮小し、出生時に

は、最大時の5-10分の1程度まで縮小します。

この様な馬胎子性腺の肥大化現象は、古くか

ら知られており、アリストテレスは、「馬の胎

子には、腎臓が 4 個存在する」と表現したと

の逸話もあります。肥大した馬胎子性腺を調

べると、精巣、卵巣共に間質細胞の増殖肥大

が著しく、卵巣に卵胞の発育は見られません。

図 2 に、肥大した馬胎子の精巣と卵巣の写真

を母馬の卵巣と比較して示しました（5-7）。

図 3 には、馬胎子の成長に伴う性腺の肥大の

イメ－ジ図を示しました。また、図 4 には、

馬の妊娠期におけるホルモンの分泌パタ－ン

と胎子性腺肥大の関係を示しました。母馬の

血中エストロジェン濃度の消長と胎子性腺肥

大が良く平行しているのが分かります。この

様な胎子性腺の肥大化現象は、ゾウにも観察

されていますが、詳細なメカニズムは明らか

ではありません。 
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図２．馬胎子性腺（卵巣と精巣）と母馬の卵巣 

（Ａ）上が母馬の卵巣、下が胎子の卵巣と子宮（妊娠 153 日）

（Ｂ）上が母馬の卵巣、下が胎子の精巣（妊娠 208 日） 

胎子の卵巣と精巣が母馬の卵巣と同程度まで肥大している

（文献 7） 

図３．馬の妊娠経過に伴う胎子の成長と性腺肥大（イメー

ジ図） 

（Ａ）２ヶ月、（Ｂ）４ヶ月、（Ｃ）６ヶ月、（Ｄ）８ヶ月、

（Ｅ）10 ヶ月、（Ｆ）11 ヶ月 

 

胎子の性腺（卵巣・精巣）は、8ヶ月齢をピークに肥大し、

出生時には、再び縮小する（野田・田谷原図） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．胎子自身の子宮内発育を調節する胎子の

性腺 

 妊娠の進行に伴って胎子の急激な発育に追

いついて子宮のサイズも拡張することが必須

です。もし、子宮が充分に拡張出来なければ、

胎子の発育は停止し、最悪の場合には胎子は

死に至ることもあります。それでは、子宮の

環境を調節する因子は何でしょうか？子宮を

拡張するホルモンは、エストロジェンです。

従って、ほとんどの動物では、妊娠後半期に

母親の血中エストロジェン濃度が著しく上昇

します。この大量のエストロジェンが子宮を

拡張する役割を持っています。馬では、妊娠

中の母馬の子宮拡張に必須のエストロジェン

の大量分泌には、胎子の性腺が重要な役割を

有していると考えられています。つまり、母

馬の血中に大量のエストロジェンを分泌する

ためには、胎子性腺、胎盤と子宮の「胎子－

胎盤－子宮ユニット」と呼ばれる 3 器官の協

力が必須です。図 3 に示したように妊娠 200

日前後をピークとする母馬血中エストロジェ

ン濃度の上昇と胎子性腺の肥大化の時期が良

く一致することから、母馬血中に分泌される

エストロジェンの生合成に胎子性腺が関与し

ていると考えられています。Allen教授らは、

妊娠後半期の妊娠馬を手術して子宮内の胎子

の性腺摘出手術を行いました。その結果、母

馬の血中エストロジェン濃度の低下が観察さ

れました。性腺摘出手術を行った胎子は、出

産予定日に分娩されましたが、産まれた新生

子は対照群に比べて体が小さくひ弱な子馬で

した（8）。JRA の南保泰雄氏も同様の結果を

得ていることから、胎子性腺を摘出した結果、

胎子性腺から分泌されるエストロジェンある

いはエストロジェンの前駆物質の生産が止ま

った結果として母馬血中エストロジェン濃度

が低下したと解釈されます。結果として、胎

子の性腺を摘出した母馬では、子宮が胎子の

発育に伴って充分に拡張されず、胎子の発育

支障が起こったと考えられます。これらの結

果を総合すると馬の胎子は、自らの性腺でエ

ストロジェンあるいは前駆物質を分泌し、胎

盤を経由して母馬血中のエストロジェン濃度

を上昇させ、それによって子宮を拡張して、

自らの子宮内成長環境を作っていることにな

ります。つまり、馬は妊娠中に胎子性腺が肥

大化し、胎子性腺・胎盤・子宮ユニットを形

成して、母馬血中に大量のエストロジェンを

分泌させ、これによって胎子の急激な成長に

伴う子宮の拡張を行っています。言い換える

と馬では、胎子性腺の肥大が胎子自身の成長

の鍵を握っていることになります。馬特有の

不思議な生理的現象です。 
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